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グラフ理論に基づく新規進化解析手法の開発 
Development and application of the novel phylogenetic method based on graph theory 
 
















性に富むスーパーファミリーである G タンパク質共役受容体（GPCR）に GS 法を適用したところ、
これまでタンパク質の立体構造に基づいて予想されていた従来の系統樹と整合的な系統樹が
構築され、さらに同一の機能が複数回獲得されたことが示唆されるなど、興味深い新規知見
が得られた。また最大の転写因子ファミリーである HTH 転写因子ファミリーに GS 法を適用した
ところ高い内部枝支持率を持つ確からしい系統樹が得られ、平行進化を含む複雑な進化過
程が示唆された。 
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